
千葉市地球温暖化対策地域協議会 令和３年度事業実績報告 

 

１ 市民啓発分科会 

（１）イベントへの参加 

令和３年１０月１６日（土）及び１０月１７日（日）に開催されたエコメッセ２０２１

ｉｎちば（オンライン開催）にて、協議会の啓発動画を掲載した。 

なお、啓発動画は次年度エコメッセ開催日の前日まで掲載される。 

掲載先：エコメッセ inちば https://www.ecomesse.com/ 

 

（２）適応策に係る普及啓発 

熱中症対策の普及啓発として、令和３年８月から９月末まで千葉市動物公園にて、高性

能気象 IoTセンサー「ソラテナ」を活用した WBGT（湿球黒球温度）のアナウンス等や、天

気や地球温暖化、熱中症についての解説パネルを設置した。 

なお、気候変動に関する適応策として、市民へ日傘の利用促進のため、千葉市動物公園

にて日傘貸出イベントを予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い緊急事態

宣言が発令されたため中止した。 

 

（３）啓発品の配布 

令和２年度に作成したマスクケースを、令和３年４月２４日（土）に開催した商業施

設の環境イベント及び令和４年２月１３日（日）に千葉大学西千葉キャンパスで開催さ

れた Chiba Winter Fes 2022で配布した。 

 
マスクケース 

 

（４）間伐材の利用や木育の推進等の検討 

間伐材の利用や木育の推進に関して、有効な事業内容や、実施の可能性等を検討する

こととしていたが、検討ができなかった。 

 

２ 事業者啓発分科会 

（１）イベントへの参加（再掲） 

 

 

 

https://www.ecomesse.com/


３ 再生可能エネルギー分科会 

（１）うちエコ診断（オンライン） 

再エネ普及のため、広報分科会と協力し、令和３年７月１９日（月）から令和４年２月２

８日（月）までで１７件実施した。 

 

４ 広報分科会 

（１）協議会活動の広報 

６月の環境月間に合わせ、令和３年６月５日（土）の「千葉日報」に、地域協議会の広

告を掲載した。 

 

掲載広告 

 

５ 次世代分科会 

（１）小中学生向けの環境啓発教材の作成 

環境に対する意識高揚を図るため、小中学生を対象とした環境啓発教材の作成を検討

したが、新型コロナウイルス感染症等の影響により、分科会の活動が制限されたため、

作成までには至らなかった。 


